
越
境
す
る

う
た

國
學
院
大
學
文
学
部

外
国
語
文
化
学
科

《
多
言
語
・
多
文
化
の
交
流
と
共
生
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

松
田
美
緒
　う
た

山
口
亮
志
　ギ
タ
ー
、
ブ
ズ
ー
キ

ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
：
小
泉
凡
（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授
・
小
泉
八
雲
記
念
館
館
長
）

司
会
：
笠
間
直
穂
子
（
國
學
院
大
學
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科
准
教
授
）

2017.7.4
開場｜18：00　　開演｜18：30　（終演予定20：30）

会場｜國學院大學渋谷キャンパス
　　　　　学術メディアセンター1階　常磐松ホール
　　　　　（〒150-8440　東京都渋谷区東4-10-28）

※入場無料・申込不要

photo by Shoko Koizum
i

［
火
曜
日
］

ク
レ
オ
ー
ル
・
ニ
ッ
ポ
ン
か
ら
世
界
の
海
へ
、

う
た
が
つ
な
ぐ
土
地
の
記
憶
・
移
動
の
軌
跡

 Canto 
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お問い合わせ
國學院大學文学部　笠間研究室
Tel 03-5466-6270
Fax 03-5466-4814
E-mail kasama@kokugakuin.ac.jp



会場アクセス
・渋谷駅から徒歩約13分または都営バス（渋谷駅東口バスターミナル54番のりば　

学03日赤医療センター行）「国学院大学前」下車
・恵比寿駅から徒歩約15分または都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば　学

06日赤医療センター行）「東四丁目」下車
・表参道駅B1出口から徒歩約15分

出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

松ま
つ
だ田
美み

緒お

　　　　　　　　　　　　歌
手

土
地
と
人
々
に
息
づ
く
音
楽
の
ル
ー
ツ
を
魂
と
身

体
で
吸
収
し
表
現
す
る
〝
現
代
の
吟
遊
詩
人
〟。

そ
の
声
に
は
彼
女
が
旅
し
た
様
々
な
地
域
の
魂
が

宿
っ
て
い
る
。
大
西
洋
を
テ
ー
マ
に
ブ
ラ
ジ
ル
で

録
音
し
た
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
カ
』
で
2
0
0
5
年

に
ビ
ク
タ
ー
よ
り
デ
ビ
ュ
ー
し
、
以
来
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ペ
ル
ー
、
カ
ー
ボ
ヴ
ェ
ル
デ
な
ど

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
国
々
で
、
現

地
を
代
表
す
る
数
々
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
共
演
、

ア
ル
バ
ム
制
作
を
重
ね
る
。
2
0
1
4
年
、
3
年

が
か
り
の
ラ
イ
ブ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
集
大

成
と
し
て
初
の
C
D
ブ
ッ
ク
『
ク
レ
オ
ー
ル
・
ニ

ッ
ポ
ン
　う
た
の
記
憶
を
旅
す
る
』
を
発
表
。
ブ

ラ
ジ
ル
・
ハ
ワ
イ
移
民
の
歌
を
含
め
、
日
本
各
地

の
忘
れ
ら
れ
た
歌
を
現
代
に
瑞
々
し
く
蘇
ら
せ
た

作
品
は
高
い
反
響
を
呼
び
、
文
藝
春
秋
「
日
本
を

代
表
す
る
女
性
1
2
0
人
」
に
選
ば
れ
る
。
第
2

回
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
文
学
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

2
0
1
6
年
、日
本
テ
レ
ビ
系
列『
N
N
N
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
』で
、松
田
美
緒
の
活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
が
放
送
さ
れ
、
同
作
は
2
0
1
7
年

度
・
坂
田
記
念
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
賞
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
。
4
月
に
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
録

音
の
新
作
『
E
L
A
』
を
発
表
。

山や
ま
ぐ
ち口

亮り
ょ
う
じ志

　　　　　　　　　　　　ギ
タ
ー

イ
ス
ラ
エ
ル
で
生
ま
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
メ
キ
シ
コ
、

日
本
、
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
や
米
国
で
暮
ら
す
。
マ

イ
ア
ミ
大
学
フ
ロ
ス
ト
音
楽
院
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
を
レ
ネ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
に
師
事
。
2
0
0
4

年
マ
イ
ア
ミ
国
際
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
準
優
勝
。
セ

フ
ァ
ル
デ
ィ
民
謡
、
タ
ン
ゴ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア

フ
リ
カ
音
楽
、
能
楽
師
と
の
共
演
な
ど
、
活
動
は

多
岐
に
わ
た
る
。
日
本
全
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
カ
ー
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
で
演
奏
。

K
I
J
I
、
c
o
b
a
、
ア
ー
ル
・
チ
ナ
・
ス
ミ
ス
、

國學院大學渋谷キャンパス
学術メディアセンター1階
常磐松ホール
〒150-8440　
東京都渋谷区東4-10-28

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
カ
ー
ポ
・
ヴ
ェ
ル
デ

―
―
国
を
越
え
、
大
陸
を
越
え
て
、
ス
ペ

イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
世
界
を
わ
た
り

あ
る
く
よ
う
に
土
地
ご
と
の
暮
ら
し
に
分

け
入
り
、
人
々
の
胸
に
息
づ
く
う
た
の

数
々
を
届
け
て
き
た
松
田
美
緒
。
新
境
地

と
な
っ
た
C
D
ブ
ッ
ク
『
ク
レ
オ
ー
ル
・

ニ
ッ
ポ
ン
　う
た
の
記
憶
を
旅
す
る
』

（
2
0
1
4
）
で
は
、
徳
島
・
祖
谷
の
民
謡
、

長
崎
・
伊
王
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
歌
か
ら
、

小
笠
原
諸
島
の
歌
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ハ
ワ
イ

の
移
民
に
歌
い
継
が
れ
た
歌
ま
で
、
う
た

を
通
じ
て
日
本
の
多
様
な
原
風
景
を
浮
か

び
あ
が
ら
せ
た
。
最
新
ア
ル
バ
ム
『
エ
ー

ラ
』（
2
0
1
7
）
は
ギ
リ
シ
ャ
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
で
録
音
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

＝
小
泉
八
雲
の
生
ま
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
レ

フ
カ
ダ
島
の
曲
を
は
じ
め
、
地
中
海
か
ら

大
西
洋
に
か
け
て
船
を
走
ら
せ
る
か
の
ご

と
き
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
作
品
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。
今
回
の
國
學
院
大
學
《
多
言

語
・
多
文
化
の
交
流
と
共
生
》
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
ラ
イ
ヴ
＆
ト
ー
ク
「
越
境
す
る

う
た
」
で
は
、
国
境
・
文
化
を
越
え
て
活

動
す
る
山
口
亮
志
（
ギ
タ
ー
、
ブ
ズ
ー
キ
）
と

と
も
に
『
エ
ー
ラ
』
収
録
曲
を
中
心
に
う

た
う
。
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
は
小
泉
八
雲
記
念

館
館
長
の
小
泉
凡
。
曾
祖
父
に
あ
た
る
ハ

ー
ン
は
、
レ
フ
カ
ダ
島
に
生
ま
れ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
育
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

カ
リ
ブ
海
の
フ
ラ
ン
ス
領
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク

を
経
て
日
本
に
た
ど
り
つ
き
「
小
泉
八

雲
」
と
な
っ
た
。
旅
、
う
た
、
記
憶
、
ハ

ー
ン
と
い
う
存
在
を
め
ぐ
り
、
歌
手
・
ギ

タ
リ
ス
ト
・
民
俗
学
者
が
語
り
あ
う
。
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領
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ル
テ
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ど
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つ
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小
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」
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憶
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ン
と
い
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存
在
を
め
ぐ
り
、
歌
手
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民
俗
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が
語
り
あ
う
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國
學
院
大
學
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科

《
多
言
語
・
多
文
化
の
交
流
と
共
生
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

國
學
院
大
學
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科
で
は
、
実

践
的
な
英
語
学
修
と
と
も
に
、
第
二
外
国
語
の
修

得
に
も
力
を
入
れ
、
多
様
な
言
語
・
文
化
に
開
か

れ
た
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
科
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

2
0
1
5
年
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
ち
あ
げ
、

複
数
の
言
語
・
文
化
が
交
わ
る
現
場
に
着
目
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
開
催
イ
ベ
ン
ト

2015.7	

映
画
『
異
境
の
中
の
故
郷
』
上
映
会
＆

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

2015.10	

ワ
エ
ル
・
ク
デ
講
演
会「
い
ま
、レ
バ
ノ
ン

に
生
き
る
と
い
う
こ
と
」（
文
学
部
講
演
会
）

2016.7	

Ky
＋
ゲ
ス
ト「
旅
す
る
音
楽
」コン
サ
ー
ト

2016.12	

ぱ
く
き
ょ
ん
み
講
演
会
「
こ
と
ば
と
出

会
う
」（
文
学
部
講
演
会
）

※
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
告
メ
ー
ル
の
受
信
を
ご
希

望
の
方
は
、kasam

a@
kokugakuin.ac.jp

ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

津
村
禮
次
郎
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
コ
ア
メ
、
他
多
数
と

共
演
。『
月
と
雪
と
』を
始
め
、
10
枚
以
上
の
C
D
に

参
加
。
映
画
「
シ
ネ
マ
の
天
使
」
で
ギ
タ
ー
演
奏
を

担
当
。
12
弦
ギ
タ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ブ
ズ
ー
キ
、
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
ギ
タ
ー
な
ど
も
演
奏
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
誌
『G

uitar D
ream

』に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：w

w
w.ryojiyam

aguchi.com

小こ
い
ず
み泉
凡ぼ
ん

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授
・
小
泉
八
雲
記

念
館
館
長
。
1
9
6
1
年
東
京
生
ま
れ
。
成
城
大

学
・
同
大
学
院
で
民
俗
学
を
専
攻
後
、
1
9
8
7

年
に
松
江
へ
赴
任
。
妖
怪
、
怪
談
を
切
り
口
に
、

文
化
資
源
を
発
掘
し
観
光
・
文
化
創
造
に
生
か
す

実
践
研
究
や
、小
泉
八
雲
の「
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン

ド
」
を
社
会
に
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
世
界
の

ゆ
か
り
の
地
で
展
開
す
る
。主
著
に『
民
俗
学
者
・

小
泉
八
雲
』（
恒
文
社
、
1
9
9
5
年
）、『
怪
談
四
代

記
　八
雲
の
い
た
ず
ら
』（
講
談
社
、
2
0
1
4
年
）
ほ

か
。
小
泉
八
雲
曾
孫
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。


